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仏
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藤

谷

厚

生

四
天
王
寺
大
学

一

は

じ

め

に

戒
律
と
倫
理

と
い
う
テ
ー
マ
を

え
る
上
に
お
い
て
、
私
は
近
世
江
戸
期
の
仏
教
倫
理
と
し
て
み
ら
れ
た
十
善
戒
に
焦
点
を
あ
て
、

江
戸
期
に
仏
教
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
十
善
戒
が
意
義
づ
け
ら
れ
、
ま
た
仏
教
倫
理
と
し
て
説
か
れ
普
及
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
展

開
を
こ
こ
で

察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

江
戸
時
代
は
、
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
封
建
的
社
会
制
度
が
確
立
し
、
武
士
が
支
配
者
階
級
と
し
て
統
制
し
た
長
期
政
権
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
封
建
的
理
念
の
中
核
と
な
っ
た
の
が
、
儒
教
で
あ
り
、
就
中
朱
子
学
が
主
に
社
会
倫
理
と
し
て
普
及
し
て
い
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
近
世
期
の
社
会
倫
理
の
中
心
は
、
主
に
儒
教
倫
理
で
あ
り
、
五
常
や
五
倫
と
い
っ
た
社
会
倫
理
が
社
会
通
念
と
し
て
一
般
化
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
儒
教
に
よ
る
仏
教
批
判
も
見
ら
れ
、
仏
教
自
身
が
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
大
き
な
変
革
を
迫
ら

れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
儒
教
に
よ
る
仏
教
批
判
の
論
点
は
、
専
ら
仏
教
は
本
来
出
家
主
義
で
あ
る
か
ら
、
家
制
度
を
否
定
す
る
と
の
非

難
、
ま
た
僧
侶
は
出
家
者
と
言
い
な
が
ら
も
、
戒
律
を
守
ら
ず
世
事
に
介
入
し
、
出
世
間
道
を
全
う
し
て
い
な
い
と
の
二
点
の
批
判
に
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
仏
教
教
団
側
で
は
、
こ
れ
に
応
酬
す
べ
く
、
戒
律
遵
守
す
べ
き
と
の
反
省
か
ら
戒
律
復
興
の
趨
勢
が
起
こ
り
、
さ
ら
に

三
一
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戒
律
遵
守
の
仏
教
者
か
ら
、
当
時
の
社
会
に
適
応
す
る
仏
教
的
倫
理
が
新
た
に
説
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

１
あ
る
。

そ
う
言
っ
た
戒
律
遵
守
の
仏
教
者
と
し
て
は
、
江
戸
初
期
に
は
鈴
木
正
三
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
〜
一
六
五
五
）
は

曹
洞
宗
の
禅
僧
で
あ
る
が
、
一
般
に
仁
王
禅
を
提
唱
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
正
三
の
思
想
は
、
そ
の
著
書

万
民
徳
用

盲
安
杖

な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
立
場
は

世
法
即
仏
法

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
儒
教
側
の
仏
教
批
判
に
対
し
て
、

世
間
の

用
に
役
立
て
て
こ
そ
仏
法

と
い
う
極
め
て
現
実
的
な
在
家
主
義
的
仏
教
を
主
張
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
正
三
が

万
民
徳
用

な
ど
で
説
い
た
倫
理
は
、
一
般
に
職
業
倫
理
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
確
立
し
た
身
分
制
度
に
適
応
し
た
、

身
分
階
層
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
在
家
仏
教
者
の
在
り
方
を
、
仏
教
的
倫
理
・
道
徳
と
し
て
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
正
三
は
、
あ
く
ま

で
当
時
の
社
会
に
適
応
す
る
在
家
主
義
仏
教
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
て
、
特
定
の
戒
律
を
在
家
者
の
遵
守
す
べ
き
徳
目
と
し
て
説
い
た
わ

け
で
は
な
か

２
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
や
が
て
仏
教
者
の
中
か
ら
、
戒
律
を
在
家
者
が
遵
守
す
べ
き
倫
理
徳
目
と
し
て
説
く
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

主
に
当
時
の
戒
律
復
興
運
動
の
流
れ
の
中
で
、
律
僧
が
仏
教
者
（
僧
俗
共
）
に
対
し
て
戒
律
そ
の
も
の
を
倫
理
・
道
徳
と
し
て
説
き
、
普

及
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
当
時
、
出
家
者
に
対
し
て
は
、
四
分
律
の
篇
聚
戒
や
梵
網
菩
薩
戒
が
次
第
に
普
及
し
、
在
家
者
に
対

し
て
は
、
五
戒
・
八
斎
戒
な
ど
も
説
か
れ
、
在
家
の
授
戒
会
や
布
薩
会
な
ど
が
屢
々
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
中
で
も
十
善
戒
は
在
家
出

家
共
通
の
戒
律
と
し
て
、
そ
の
遵
守
が
説
か
れ
、
い
わ
ば
仏
教
倫
理
と
し
て
社
会
に
敷
衍
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
十
善
戒
を
仏

教
倫
理
と
し
て
重
視
し
、
戒
律
復
興
運
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
大
衆
に
戒
律
重
視
の
倫
理
思
想
を
普
及
せ
し
め
た
戒
律
者
（
律
僧
）
と
し

て
、
江
戸
中
期
に
は
慈
雲
尊
者
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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二

慈
雲
尊
者
と
十
善
戒

慈
雲
尊
者
（
一
七
一
八
〜
一
八
〇
四
）
は
真
言
律
・
野
中
寺
派
の
律
僧
で
あ
り
、
後
に
葛
城
高
貴
寺
を
復
興
し
、
こ
こ
を
中
心
に

正

法
律

運
動
を
興
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
尊
者
の
戒
律
思
想
は
、
そ
の
著
書

十
善
法
語

、
さ
ら
に

人
と
な
る
道

な
ど
に
見
ら

れ
る
が
、
そ
の
思
想
の
特
徴
は
、
十
善
戒
を
遵
守
す
る
こ
と
が
即
仏
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に

人
と
な
る
道

で
あ
る
と
い
う
戒
律

重
視
の
在
家
主
義
的
仏
教
を
唱
え
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
尊
者
は
、
独
自
の
葛
城
（
雲
伝
）
神
道
を
唱
え
、
仏
教
・
儒
教
・
神
道
の
三
教

一
致
の
立
場
で
、
十
善
戒
を
解
釈
し
こ
れ
を
大
衆
に
提
唱
し
た
点
は
、
極
め
て
重
要
と
も
言
え

３
よ
う
。

そ
の
著

人
と
な
る
道

第
二
篇
に
は

世
法
あ
り
て
仏
法
を
云
ふ
べ
し
。
若
し
世
法
壊
し
て
別
に
仏
法
を
あ
ら
わ
さ
ば
、
此
仏
法
幻
化
空
花
に
属
す
。

４
…
…

と
述
べ
、
ま
た

人
登
奈
留
道
随
行
記

下
巻
に
は

菩
薩
種
な
る
者
は
、
そ
の
宿
縁
お
ほ
く
は
人
民
の
主
た
り
。
福
智
等
し
く
修
し
、
自
他
と
も
に
利
益
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
十
善

は
人
た
る
道
を
あ
ら
は
す
。
本
末
別
に
開
て
口
業
に
四
戒
を
た
つ
…
…
（
中
略
）
…
…
十
善
は
仏
法
の
中
、
人
民
を
救
度
し
、
此
人

を
し
て
人
た
ら
し
む
る
法
な
り
。
世
間
出
世
間
に
通
ず
る
な
り
。
…
…
此
十
善
は
世
を
お
さ
め
民
を
す

５
く
う
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
尊
者
も
先
の
正
三
と
同
じ
く
、
世
法
（
俗
）
肯
定
の
在
家
主
義
的
仏
教
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
仏
教
の
教
え
の
原
点
は
、
お
お
よ
そ
在
俗
を
問
わ
ず
十
善
戒
の
遵
守
に
あ
り
、
そ
れ
は
正
に

人
を
人
た
ら
し
め
る

教
え
で
あ
り
、

同
時
に

世
を
お
さ
め
民
を
救
う

法
で
も
あ
る
と
い
う
。

尊
者
の
十
善
戒
の
思
想
は
、
そ
の
著

十
善
法
語

（
一
七
七
五
年
刊
）
か
ら
、
さ
ら
に

人
と
な
る
道

（
人
登
奈
留
道
）
へ
と
、
次

三
二
一
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仏
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第
に
発
展
し
体
系
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
特
に

人
登
奈
留
道

第
三
編
・
神
道
（
一
七
九
二
年
頃
）
で
は
、
従
来
の

不
殺
生

不

盗

以
下
の
十
不
善
（
止
悪
）
の
（
戒
相
）
標
題
に
、
そ
れ
ぞ
れ

慈
悲

高
行

な
ど
と
い
っ
た
倫
理
徳
目
が
補
塡
改
訂
さ

れ
、
い
わ
ば
五
倫
・
五
常
の
よ
う
に
、
社
会
倫
理
と
し
て
の
十
善
が
こ
こ
に
唱
道
さ
れ
る
こ
と
と
な

６
っ
た
。

慈
悲
（
不
殺
生
）、
高
行
（
不

盗
）、
貞
潔
（
不
邪
淫
）

身
業

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

正
直
（
不
妄
語
）、
尊
重
（
不
綺
語
）、
柔
語
（
不
悪
口
）、
交
友
（
不
両
舌
）

口
業

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

知
足
（
不
貪
欲
）、
忍
辱
（
不
瞋
恚
）、
正
智
（
不
邪
見
）

意
業

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
の
よ
う
に
、
尊
者
に
お
い
て
は
十
善
は

仏

と
な
る
た
め
の
戒
律
、
仏
教
と
い
う
単
な
る
一
宗
教
の
抑
制
的
な
倫
理
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
れ
は

人
た
る
道

と
し
て
の
倫
理
へ
と
昇
華
さ
れ
、
い
わ
ば
道
徳
通
念
、
社
会
的
倫
理
と
し
て
こ
れ
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
つ
ま
り
、
十
善
遵
守
が
即
ち
治
世
済
民
の
枢
要
で
あ
る
と
い
う
尊
者
の
主
張
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
為
政
者
が
専

ら
信
奉
し
て
い
た
儒
教
倫
理
と
は
別
に
、
十
善
を
以
て
新
た
な
社
会
倫
理
を
こ
こ
に
構
築
し
、
提
唱
し
よ
う
と
試
み
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の

倫
理
思
想
の
特
徴
が
あ
る
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
尊
者
は
当
時
の
儒
教
倫
理
を
意
識
し
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
儒
教
と
仏
教
の
一
致
を
は
か
り
、
む
し
ろ
儒
教
的
解
釈
に
よ
っ
て
仏
教
倫
理
を
一
般
大
衆
に
ま
で
敷
衍
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、

そ
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
っ
た
尊
者
が
戒
律
者
と
し
て
、
十
善
戒
を
仏
教
倫
理
と
し
て
宣
揚
し
た
契
機
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

尊
者
の
著

律
法
中
興
縁
由
記

に
は
、

（
明
忍
）
師
、
此
の
教
に
し
た
が
ひ
、
明
日
遂
に
高
雄
を
辞
し
、
平
野
の
社
に
詣
し
、
直
に
和
州
に
ゆ
き
春
日
社
に
参
篭
し
て
、

五
十
ヶ
の
日
夜
至
誠
に
祈
請
す
。
そ
の
満
ぜ
る
夜
、
夢
か
現
か
一
老
翁
来
り
告
ぐ
。
戒
は
是
れ
十
善
。
神
道
は
是
れ
句
々
の
教
と
。

三
二
二
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告
げ
を
は
り
て
第
三
殿
に
入
り
た
ま
ふ
。
師
こ
の
相
を
得
て
心
身
適
悦
未
曾
有
な
る
こ
と
を
得
た
り
。
し
か
れ
ど
も
、
い
か
ん
し
て

出
家
の
性
を
成
就
す
べ
き
と
云
う
こ
と
に
く
ら
し
。
自
ら
思
惟
し
た
ま
ふ
。
戒
は
こ
れ
十
善
と
は
、
十
善
全
け
れ
ば
七
衆
の
性
を
成

ず
べ
き
の
教
な
ら
ん
。
我
、
十
善
を
破
ら
ざ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
大
願
を
成
就
す
べ
し
。
…
…
栂
尾
山
に
在
て
、
春
日
住
吉
の
神
前
に

好
相
を
祈
請
し
、
自
誓
受
戒
し
た
ま
ふ
。
慶
長
七
年
壬
寅
の
と
し
也
。
後
、
法
を
支
那
に
求
る
の
志
を
発
し
て
、
対
馬
島
に
ゆ
き
、

海
舶
の
便
り
を
待
給
ふ
。
其
の
発
錫
の
折
、
浪
華
の
川
口
に
し
て
、
真
空
阿
公
に
十
善
を
授
与
し
、
因
に
春
日
の
神
託
護
法
の
綱
要

を
い
ひ
の
こ
し
給
ふ
。

７
…
…

と
あ
る
。
明
忍
律
師
は
、
近
世
戒
律
復
興
の
祖
と
言
う
べ
き
律
宗
（
真
言
律
）
の
律
僧
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
記
述
は
、
明
忍
律
師
が
春

日
社
参
篭
に
お
い
て
夢
で
得
た

戒
は
是
れ
十
善
。
神
道
は
句
々
の
教

と
い
う
神
託
に
よ
り
、
通
受
自
誓
に
よ
っ
て
比
丘
と
成
り
得
た

と
い
う
由
来
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
で
の
明
忍
律
師
の
十
善
戒
護
持
が
、
実
は
近
世
戒
律
復
興
の
契
機
に
な
っ
て
お
り
、
当

時
の
戒
律
者
に
お
け
る
十
善
戒
重
視
の
思
想
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
に
分
か
る
。
明
忍
律
師
は
こ
の
十
善
戒
を
弟
子
の
真
空

律
師
に
授
戒
し
、
こ
の
十
善
戒
護
持
の
因
縁
話
を
伝
え
て
、
対
馬
に
渡
航
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
尊
者
の
著

十
善
之
系
統

（
慈
雲
尊
者
全
集
・
第
六
巻
）
な
ど
を
参

に
す
る
と
、
実
は
こ
の
十
善
戒
の
伝
戒
が
、

俊
正
明
忍
…
…
真
空
了
阿
…
…
慈
忍
慧
猛
…
…
洪
善
普
摂
…
…
忍
綱
貞
紀
…
…
慈
雲
忍
瑞

と
い
う
よ
う
に
、
明
忍
律
師
か
ら
慈
雲
尊
者
へ
と
連
綿
と
相
承
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

し
か
も

十
善
法
語

第
一
・
不
殺
生
戒
に
、

人
の
人
た
る
道
は
、
此
の
十
善
に
在
る
じ
や
。
人
た
る
道
を
全
く
し
て
、
賢
聖
の
地
位
に
も
到
る
べ
く
、
高
く
仏
果
を
も
期
す
べ

き
と
云
う
こ
と
じ
や
。
…
…
若
し
、
要
を
取
て
言
は
ば
、
世
間
戒
も
出
世
間
戒
も
声
聞
戒
も
菩
薩
戒
も
、
此
の
十
善
戒
を
根
本
と
す

三
二
三

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
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る
じ
や
。
…
…
此
の
十
善
戒
は
甚
深
な
る
こ
と
、
広
大
な
る
こ
と

８
じ
や
。

と
あ
る
よ
う
に
、
先
の
明
忍
律
師
の

戒
は
是
れ
十
善

と
い
う
観
点
と
同
様
に
、
尊
者
も
ま
た
十
善
戒
を
戒
律
の
根
本
と
位
置
づ
け
て

い
る
の
で
あ
る
。

三

総
相
戒
と
し
て
の
十
善
戒

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
十
善
戒
を
戒
律
の
根
本
と
し
て
の
総
相
戒
と
み
る
戒
律
観
は
、
何
も
近
世
真
言
律
に
お
い
て
だ
け
の
特
有
の

見
方
で
は
な
い
。
十
善
戒
（
十
善
道
）
は
、
既
に
初
期
大
乗
仏
教
で
の
菩
薩
の
戒
と
さ
れ
、
在
家
出
家
に
共
通
の
根
本
の
戒
と
見
な
さ
れ

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
諸
経
論
に
屢
々
見
受
け
ら
れ
る
わ
け
で

９
あ
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
数
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

大
智

度
論

（
大
正
二
五
巻
・
三
九
五
頁
・
中
段
）
に
は

十
善
を
総
相
戒
と
為
す
。
別
相
に
無
量
の
戒
あ
り
…
…
十
善
道
を
説
か
ば
、
則
ち
一
切
戒
を
摂
す
。

と
説
か
れ
、
ま
た
南
山
律
宗
の
祖
で
あ
る
道
宣
律
師
が
著
し
た

四
分
律
行
事
鈔

導
俗
化
方
篇
第
二
四
（
大
正
四
〇
巻
・
一
四
〇
頁
・
上

段
）
に
も十

善
を
説
い
て
総
戒
の
相
と
為
す
も
、
別
相
は
無
量
な
り
。
…
…
弥

仏
の
時
の
如
き
は
、
人
十
善
を
行
ず
れ
ば
、
地
に
珍
宝
多

き
な
り
。

と
あ
り
、
ま
た
道
宣
の
著

釈
門
帰
敬
儀

下
巻
（
大
正
四
五
巻
・
八
六
七
頁
中
）
に
も
、
十
善
戒
の
自
誓
受
戒
が
説
か
れ
る
な
ど
、
十
善

を
総
相
戒
と
見
る
こ
と
は
、
既
に
大
陸
で
も
古
く
か
ら
見
ら
れ
、
中
国
の
律
宗
に
お
い
て
も
伝
統
的
に
十
善
を
総
相
戒
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

三
二
四

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
）



ま
た
、
真
言
宗
の
所
依
の
経
典
で
も
あ
る

大
日
経

巻
第
六
・

受
方
便
学
処
品

（
大
正
一
八
巻
・
三
九
頁
・
上
段
）
に
は

秘
密
主
、
応
に
菩
薩
は
不
奪
生
命
戒
を
持
し
て
、
為
す
べ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。
不
与
取
と
及
び
、
欲
邪
行
と
虚
誑
語
と
麁
悪
語
と

両
舌
語
と
無
義
語
と
の
戒
を
持
し
、
貪
欲
と
瞋
恚
と
邪
見
等
、
皆
作
す
べ
か
ら
ず
。
…
…
世
間
の
人
民
及
び
諸
の
外
道
も
、
ま
た
十

善
業
道
に
於
い
て
、
常
に
願
っ
て
修
行
す
…
…

と
説
か
れ
、
真
言
密
教
に
お
い
て
も
、
十
善
の
遵
守
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
真
言
宗
開
祖
で
あ
る
空
海
の
著
し
た

弘
仁
遺
戒

（
弘
法
大

師
全
集
・
第
二
輯
・
八
六
一
頁
）
に
は

必
ず
須
く
顕
密
の
二
戒
、
堅
固
に
受
持
し
て
、
清
浄
に
し
て
犯
す
こ
と
莫
れ
。
所
謂
、
顕
戒
と
は
三
帰
八
戒
五
戒
…
…
。
密
戒
と

は
、
所
謂
三
摩
耶
戒
な
り
。
…
…
是
の
如
き
の
諸
戒
は
十
善
を
本
と
な
す
。
十
善
と
は
、
身
三
語
四
意
三
な
り
。

と
あ
り
、
同
じ
く

平
城
天
皇

頂
文

（
弘
法
大
師
全
集
・
第
二
輯
・
一
五
九
頁
）
に
も

戒
に
五
種
あ
り
。
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
三
昧
耶
仏
戒
な
り
。
十
善
戒
は
五
種
に
通
ず
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
天
台
の
祖
で
あ
る
最
澄
述
と
さ
れ
る

経
師
観
行

（
伝
教
大
師
全
集
・
第
四
巻
・
一
頁
）
に
も

夫
れ
、
円
教
の
正
道
を
修
す
る
に
三
種
の
要
行
有
り
。
一
に
は
戒
、
二
に
は
定
、
三
に
は
慧
な
り
。
戒
に
多
種
あ
り
と
雖
も
、
然

も
十
善
を
最
要
と
す
。
…
…

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
我
が
国
に
お
い
て
も
、
古
く
か
ら
十
善
を
戒
律
の
最
も
根
本
的
な
総
相
戒
と
位
置
づ
け
る
見
方
が
あ

り
、
こ
れ
は
伝
統
的
に
あ
っ
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。
先
の
明
忍
律
師
の

戒
は
是
れ
十
善

と
い
う
観
点
も
、
実
は
こ
う
い
っ
た
十
善

戒
を
総
相
戒
と
み
る
伝
統
的
な
戒
律
観
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
真
言
律
の
立
場
に
あ
っ
た
明
忍
律
師
が
、
十
善
戒
を
基
底
と
し

て
近
世
の
戒
律
復
興
を
宣
揚
し
た
の
も
、
十
分
に
頷
け
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

三
二
五

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
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四

十
善
戒
の
普
及
と
そ
の
展
開

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
戒
律
の
根
本
と
し
て
の
十
善
戒
が
、
江
戸
中
期
に
慈
雲
尊
者
に
よ
っ
て
社
会
倫
理
と
し
て
唱
道
さ
れ
る
に
到
っ
た

点
は
、
既
に
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
主
に
江
戸
期
に
見
ら
れ
る
十
善
戒
に
関
す
る
典
籍
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、
当
時
の
戒
律
者

に
よ
る
十
善
戒
の
普
及
と
そ
の
解
釈
の
展
開
を
見
て
み
た
い
。

真
政
円
忍
（
一
六
〇
九
〜
一
六
七
七
）
は
、
明
忍
律
師
の
高
弟
・
賢
俊
良
永
に
高
野
山
円
通
律
寺
で
受
具
し
た
近
世
真
言
律
・
神
鳳
寺

派
の
祖
と
さ
れ
る
律
僧
で
あ
る
。
こ
の
真
政
律
師
に
は
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
出
家
者
の
観
法
修
行
の
た
め
に
編
集
発
刊
さ
れ
た

観
行
要
法
集

と
い
う
書
籍
が
あ
る
。
そ
の

受
持
戒
品

に
は

是
の
如
き
の
諸
戒
は
、
十
善
を
本
と

す
。
所
謂
、
十
善
と
は
、
身
三
・
口
四
・
意
三
也
。
末
を

じ
て
本
に

す
れ
ば
、
一
心

を
本
と

す
。
一
心
の
性
は
佛
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
我
が
心
・
衆
生
の
心
・
佛
心
、
三
つ
差
別
無
し
。
此
の
心
に
住
す
れ
ば
、
即

ち
是
れ
佛
道
を
修
す
る
な
り
。

と
述
べ
ら
れ
、
十
善
を
諸
戒
の
根
本
と
判
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
真
政
律
師
に
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
在
家
者
用
に
刊
行
さ
れ

た

修
善
要
法
集

と
い
う
書
物
が
あ
る
。
実
は
、
こ
の

修
善
要
法
集

は
在
家
者
の
た
め
に
説
か
れ
た
受
戒
の
綱
要
・
作
法
が
記
さ

れ
た
受
戒
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

十
善
戒
要
文

と
い
う
十
善
戒
の
要
領
が
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
最
後
に

十

善
戒
自
誓
受
作
法

が
附
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
神
鳳
寺
一
派
の
律
僧
を
通
し
て
、
一
般
大
衆
に
戒
律
伝
道
の
動
き
が
あ
り
、
実
際
的
な

十
善
戒
の
受
戒
が
行
わ
れ
、
普
及
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
こ
れ
は
重
要
と
言
え

10
よ
う
。

妙

浄
慧
（
一
六
五
〇
年
頃
〜
一
七
二
四
）
は
、
近
江
彦
根
に
生
ま
れ
、
黄
檗
宗
の
宝
山
和
尚
に
受
業
、
さ
ら
に
鉄
眼
和
尚
に
随
従
し
た

三
二
六

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
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と
し
て
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い
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黄
檗
宗
の
僧
で
あ
る
。
後
に
寂
門
律
師
に
依
止
し
毘
尼
を
修
学
し
、
ま
た
法
然
院
・
忍

上
人
よ
り
本
願
念
仏
の
要
義
を
学
ん
だ
と
さ
れ

る
。
特
に
地
蔵
菩
薩
を
深
く
信
仰
し
、

地
蔵
利
生
記

地
蔵
経
和
談
鈔

な
ど
の
多
数
の
著
籍
が
あ
る
。
駿
州
白
岩
寺
住
持
を
経
て
、

彦
根
藩
主
井
伊
直
興
の
帰
依
を
受
け
、
長
寿
院
な
ど
に
住

11
し
た
。
妙

律
師
に
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た

戒
法
随

身
記

三
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
巻
が
三
帰
戒
、
中
巻
が
五
戒
、
下
巻
が
八
斎
戒
と
、
そ
れ
ぞ
れ
在
家
者
に
と
っ
て
の
持
戒
の
功
徳
・

効
用
を
綴
っ
た
、
い
わ
ば
在
家
戒
の
唱
導
本
で
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
は

十
善
戒
法
論

三
巻
を
刊
行
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
僧
俗
共
に
十
善
戒
を
持
戒
す
る
こ
と
の
効
用
・
功
徳
を
多
方
面
か
ら
論
じ
た
十
善
戒
の
唱
導
本
で
あ
る
。
特
に
内
容
的
に

は
、

十
善
を
正
法
と
す
る
経
文
の
事

等
で
は
、
十
善
は
菩
薩
戒
で
あ
る
と
中
国
で
提
唱
し
た
の
は
、
羅
什
門
下
の
僧
肇
法
師
で
あ
る

と
か
、
十
善
こ
そ
が
即
正
法
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
、

十
善
戒
は
大
乗
の
本
な
る
事

で
は
、
十
善
戒
が
大
乗
の
根
本
戒
で
あ
る
と
論

じ
、
ま
た

十
善
戒
自
誓
受
の
法
の
事

で
は
、
十
善
戒
の
自
誓
受
法
を
述
べ
る
な
ど
、
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
遵
守
の
重
要
性
、
そ

の
功
徳
を
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の

十
善
戒
法
論

は
、
妙

律
師
の
死
後
も
再
版
（
一
八
〇
三
年
）
さ
れ
市
井
に
出
る
な
ど
、
江
戸
期

に
は
唱
導
本
と
し
て
普
及
し
た
経
緯
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
妙

律
師
は
、
慈
雲
尊
者
の
十
善
戒
に
よ
る
正
法
律
運
動
の
先
駆
者

と
し
て
、
十
善
戒
の
一
般
普
及
に
業
績
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
近
世
戒
律
研
究
の
上
で
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

俊
鳳
妙
瑞
（
一
七
一
四
〜
一
七
八
七
）
は
、
浄
土
宗
西
山
派
の
僧
で
あ
り
、
浄
土
僧
の
円
頓
戒
持
律
を
提
唱
し
た
。
そ
の
著

略
述
大

乗
戒
義

（
一
七
八
三
年
）
の

円
十
善
戒

の
項
の
記
述
に
は
、

十
善
戒
と
言
う
は
、
ま
た
十
根
本
戒
と
名
づ
く
。
…
…
此
の
十
善
戒
は
、
是
れ
菩
薩
総
相
の
戒
波
羅
蜜
な
り
。
五
八
十
戒
、
十
重

四
十
八
軽
は
是
れ
菩
薩
別
相
の
戒
波
羅
蜜
な
り
。
十
善
戒
を
以
て
、
総
相
戒
と
為
し
、
諸
余
の
戒
を
以
て
、
別
相
戒
と
為
す

12
…
…

と
あ
り
、
や
は
り
十
善
を
総
相
戒
と
見
な
し
、
戒
の
根
本
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
敬
光
顕
道
（
一
七
四
〇
〜
一
七
九
五
）

三
二
七

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
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は
天
台
宗
寺
門
派
三
井
寺
の
僧
で
あ
る
が
、
近
世
期
の
天
台
宗
に
お
け
る
円
頓
戒
の
正
統
を
提
唱
し
、
天
台
復
古
を
図
っ
た
学
匠
と
し
て

名
高
い
。
こ
の
敬
光
律
師
に
は
、

円
戒
膚
談

（
一
七
八
七
年
頃
・
版
本
）、

円
戒
七

（
一
八
二
七
年
刊
・
敬
長
）
と
い
う
円
戒
の
大
著

が
あ
る
が
、
そ
の

円
戒
七

の
中
の

大
乗
十
善
戒
義

で
は
、
十
善
は
一
切
戒
の
根
本
で
あ
り
、
菩
薩
戒
の
三
聚
各
々
を
具
す
総

戒
で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
。
こ
の
敬
光
律
師
は
、
慈
雲
尊
者
に
も
師
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
俊
鳳
律
師
か
ら
も
達
摩
大
師
の
一
心
戒

を
相
承
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
極
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
管
見
で
は
る
が
、
俊
鳳
、
敬
光
の
両
律
師
に
見
ら
れ
る

十
善
重
視
の
見
解
は
、
お
そ
ら
く
は
当
時
の
慈
雲
尊
者
の
十
善
戒
思
想
（
正
法
律
運
動
）
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と

え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
他
、
十
善
戒
に
関
す
る
典
籍
と
し
て
は
、
大
同
基
弁
（
一
七
一
七
〜
一
七
九
一
）
の

十
善
戒
勧
持
記

（
一
七
七
七
年
・
写

本
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
基
弁
は
、
薬
師
寺
の
法
相
宗
の
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
明
忍
律
師
が
開
創
し
た
西
明
寺
一
派
の
律
僧
・
無
染
妙

適
の
弟
子
で
も
あ
る
。
こ
の

十
善
戒
勧
持
記

は
、
十
善
戒
の
遵
守
の
重
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
写
本
で
あ
り
当
時

の
十
善
戒
重
視
の
気
運
に
呼
応
し
て
著
さ
れ
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。
ま
た
真
淳
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
七
）
の

下
野
伝
戒
記

（
一
八

〇
三
年
刊
）
が
あ
る
。
真
淳
は
高
田
派
専
修
寺
の
学
頭
で
も
あ
っ
た
真
宗
の
僧
で
あ
る
が
、
こ
の

下
野
伝
戒
記

の

第
六
明
円
教
諸

戒

に
円
の
十
善
戒
の
解
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
前
の
俊
鳳
律
師
の

略
述
大
乗
戒
義

と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
を
参

照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
真
宗
で
も
戒
律
遵
守
を
唱
え
る
も
の
が
出
た
こ
と
は
、
当
時
の
戒
律
復
興
運
動
の
中
で
極
め
て
興
味
深
い
。

し
か
も
、
こ
の

下
野
伝
戒
記

の
序
文
を
記
し
た
義
諦
律
師
は
、
慈
雲
尊
者
よ
り
具
足
戒
を
受
け
た
律
僧
で
あ
り
、
真
淳
も
少
な
か
ら

ず
尊
者
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
寂
室
堅
光
（
一
七
五
三
〜
一
八
三
〇
）
の

十
善
戒
信
受
の
人
に
示
す
法
語

（
一
八
一
四
年
・
写
本
）
が
あ
る
。
こ
の
寂
室
は
、

近
江
彦
根
の
清
涼
寺
に
住
し
た
曹
洞
宗
の
僧
で
あ
る
。
こ
の
法
語
に
は
、

三
二
八

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
）



此
の
十
善
戒
は
、
人
の
人
た
る
道
に
し
て
、
つ
と
め
行
う
時
は
日
々
功
徳
増
長
し
て
、
一
切
の
善
根
み
な
此
の
う
ち
よ
り
出
生
す

る

13
な
り
。

と
あ
り
、

人
の
人
た
る
道

と
い
う
表
現
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
時
の
慈
雲
尊
者
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

実
は
寂
室
が
こ
の
十
善
戒
の
法
語
を
行
っ
た
彦
根
は
、
か
つ
て
妙

律
師
が
十
善
唱
導
を
行
っ
た
地
で
も
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に

十

善
戒
信
受
の
人
に
示
す

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
は
妙

律
師
に
影
響
を
受
け
た
十
善
戒
信
受
の
大
衆
が
、
彦
根
に
は
い
た
こ
と
も
推
測

で
き
る
。
ま
た
管
見
な
が
ら
、
こ
の
法
語
の
内
容
を
見
る
と
、
妙

律
師
の

十
善
戒
法
論

の
内
容
に
も
些
か
な
が
ら
も
符
合
す
る
箇

所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
寂
室
は

十
善
戒
法
論

や

十
善
法
語

に
目
を
通
し
た
上
で
、
大
衆
に
対
し
て
十
善
戒
の
唱
導
を

行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
戒
律
者
で
あ
る
妙

律
師
や
慈
雲
尊
者
の
十
善
戒
思
想
が
、
他
宗
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ

し
た
一
例
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
の
他
、
敬
長
（
一
七
七
九
〜
一
八
三
六
）
の
著
し
た

十
善
戒
助
宣

抄

（
一
八
三
二
年
・
写
本
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
敬
光
律
師
の
門
下
で
あ
る
敬
長
が
、
天
保
三
年
に
敬
光
著
の

大
乗
十
善
戒
義

を
講

義
し
、
ま
と
め
た
要
録
で
あ
る
。

五

お

わ

り

に

以
上
、
江
戸
時
代
に
見
ら
れ
た
十
善
戒
の
普
及
と
そ
の
展
開
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
十
善
戒
の
実
際
的
な
伝
戒
普
及
、
ま
た

十
善
戒
遵
守
の
倫
理
的
唱
導
を
行
っ
た
の
は
、
専
ら
当
時
の
戒
律
者
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
近
世
の
戒
脈
系
譜
を
見
る
な
ら
ば
、
実
は
こ
れ

ら
の
十
善
戒
の
唱
導
者
は
、
主
に
明
忍
律
師
に
端
を
発
す
る
戒
律
復
興
運
動
の
流
れ
に
あ
る
律
僧
で
あ
る
こ
と
が
分

14
か
る
。

三
二
九

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
）



近
世
戒
脈
系
譜

全
理
恵
燈

本
寂
恵
澄

慈
猛
恵
眼

無
染
妙
適

西
明
寺
派

大
同
基
弁

明
忍
俊
正

賢
俊
良
永

真
政
円
忍

神
鳳
寺
派
）

鈴
木
正
三

真
空
了
阿

慈
忍
慧
猛

野
中
寺
派

洪
善
普
摂

忍
綱
貞
紀

慈
雲
忍
瑞

戒
山
慧
堅

寂
門
道
律

妙

浄
慧

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
期
に
は
僧
俗
共
通
の
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
の
提
唱
と
そ
の
普
及
の
大
き
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
そ
の
前
期
の

十
善
戒
法
論

を
著
し
た
妙

律
師
、
後
期
の

十
善
法
語

さ
ら
に

人
と
な
る
道

を
著
し
た
慈
雲
尊
者

の
業
績
は
極
め
て
重
大
で
あ
ろ
う
。
江
戸
期
は
い
わ
ば
現
代
と
同
じ
く
太
平
の
時
代
で
あ
る
。
現
代
社
会
に
お
け
る
社
会
倫
理
と
仏
教
の

戒
律
と
の
関
連
を
検
討
す
る
上
で
、
当
時
の
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
を

え
る
こ
と
は
大
い
に
意
義
あ
る
こ
と
と
思
い
、
こ
こ
に
述

べ
た
次
第
で
あ
る
。

註１

拙
論

日
本
近
世
の
仏
教
倫
理
と
家
族
像
に
つ
い
て

（
日
本
仏
教
学
会
年
報
・
第
六
九
号
所
載
）
を
参
照
。

２

正
三
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
正
三
と
仏
教
復
古
運
動

（

日
本
近
世
の
思
想
と
仏
教

大
桑
斉
・
法
蔵
館
）、

鈴
木
正
三
の
宗
教
改
革
的

精
神

（

近
世
日
本
の
批
判
的
精
神

中
村
元
・
春
秋
社
）、
拙
論

江
戸
初
期
に
お
け
る
仏
教
的
商
業
倫
理
に
つ
い
て

（

仏
教
と
経
営

倫
理
Ⅰ

特
集
号
・
国
際
仏
教
文
化
研
究
所
）
な
ど
参
照
。

三
三
〇

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
）



３

慈
雲
尊
者
の
正
法
律

常
磐
大
定
（

戒
律
の
世
界

渓
水
社
・
八
五
三
頁
）、

慈
雲
尊
者
・
生
涯
と
そ
の
言
葉

（
木
南
卓
一
著
・
三

密
堂
書
店
）
な
ど
参
照
。

４

慈
雲
尊
者
法
語
・
人
と
な
る
道

（
木
南
卓
一
編
・
三
密
堂
書
店
）
一
七
一
頁
。

５

同
書
、
一
二
一
頁
〜
一
二
七
頁
。

６

同
書
、
二
八
三
頁
以
下
参
照
。

７

律
法
中
興
縁
由
記

（
慈
雲
尊
者
全
集
・
第
六
巻
・
三
四
六
頁
、
三
四
九
頁
）。

８

十
善
法
語

（
慈
雲
尊
者
全
集
・
第
十
一
巻
・
三
頁
）。

９

大
乗
戒
と
十
善
道

平
川
彰
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
・
第
八
巻
二
号
）、

初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
Ⅱ

同
氏
・
四
五
頁
（
春
秋
社
）
な

ど
参
照
。

10

拙
著

神
鳳
寺
の
歴
史

（

日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
・
二
〇
頁
）
参
照
。

11

妙

浄
慧

詩
の
わ
か
れ

西
田
耕
三
（
江
戸
時
代
文
学
誌
・
第
八
号
）
参
照
。

妙

浄
慧
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
近
世
文
学
研
究
上
で
の
西
田
氏
の
論

が
二
、
三
あ
る
の
み
で
あ
り
、
仏
教
研
究
か
ら
は
こ
れ
ま
で
全

く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

12

浄
土
宗
全
書
続

第
一
二
巻
・
九
三
項
。

13

国
文
東
方
仏
教
叢
書
・
第
２
輯
第
２
巻
・
三
五
五
頁
。

14

拙
論

近
世
初
期
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
一
潮
流

（
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
・
人
文
社
会
学
部
・
第
三
七
号
）
等
参
照
。

三
三
一

江
戸
時
代
に
お
け
る
仏
教
倫
理
と
し
て
の
十
善
戒
に
つ
い
て
（
藤
谷
厚
生
）
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